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〇学校関係者評価実施について 

・日時 2017年 3月 3日 

・場所：白頭学院会議室 

・学校関係者評価委員会構成（参加者）：5名 

姜季児（PTA会長）、金広美（PTA副会長）、安 鍾仙（保護者）、 

金真理（保護者）、洪隆男（教頭） 

 

〇学校関係者評価内容 

・生徒・保護者のアンケート並びに教員による自己評価に対してその妥当性を

評価し、また改善法案などの意見交換を実施。 

 

［教育目標関連、民族教育関連］ 

 総じてこの 2 つに関連するポイントは高い。現在高校に通う生徒は多国籍

の為、民族教育＝多文化教育ともいえるが、本来の学校創立の意義、民族学

校であることを理解し学校方針に賛同して建国を選択し、学べていると評価

できる。 

 

［学習進路指導関連］ 

「進路を見据えて学習活動を行うことができている」が生徒・教員・保護者

共に低く、「授業は工夫されていてわかりやすい」の生徒評価が低い、一方

で「わからないところについて質問しやすい」の生徒評価は高い。 

授業の分かりやすさの評価が生徒評価と教員の自己評価に隔たりがあるこ

とを自覚して頂き、より工夫された授業の進め方や研究を希望する。 

進路に関して先生方には相談しやすく、個別の指導など感謝すべき点も多く

信頼度も高いが、建国高校生は多種多様な進路（韓国やその他海外の大学、

私立大学、国公立大学、専門学校、就職）がある為、生徒に目指す目標があ



り地道に準備できていれば良いが、将来どのような道に歩もうか迷いながら

3年生を迎える生徒も少なくない。国公立志望であれば不足な教科が無いよ

う教科の選択や、文系・理系問わず必要な学習を行えるよう早期準備が必要

である。早い時期から進路に向けて考える時間があれば受験対策もでき選択

肢も広がるので、時間に余裕のある 1、2 年時から大学説明会、オープンキ

ャンパス等に積極的に参加できるよう指導・機会を作っていただきたい。生

徒達の感想も聞き取り十分な情報を元に生徒も親も考慮できる進路相談の

場を希望する。 

 

［学校施設生活関連］ 

  総じて生徒評価が低めである。クラブ活動に関しては、伝統芸術部・バレー

ボール部・吹奏楽部など、人数も多く顧問・コーチの指導も充実しているク

ラブがある一方で、部員が少なく日常のクラブ活動が出来にくい、コーチや

顧問の指導が不足している、体育館・グラウンド等練習場所に限りがある為

練習できない等、他のクラブが発展しない、などの理由を考えてもらい、指

導面や練習場所の確保など改善を願う。 

  授業内容、子ども達の学校での姿は親には見えにくいが、個別に先生に相談

したり、スクールカウンセラーの先生も対応して下さっている様子。現在生

徒間での大きなトラブルは無いとのこと、今後も生徒が何でも相談できる

学校であることを期待する。 

 

［総論］ 

  生徒評価に 60パーセント未満のものがいくつかあったが、全般的に肯定的

な意見が多く一定の評価水準には達していると思われる。 

  他校に無い多様な背景、目的意識を持った生徒が通う高校であり、その目的

や目標の個々に合わせた学びの場を提供することは難しいことだと思われ

るが、個別での対応、指導などの面で生徒からも信頼されていることが高く

評価できる。今後は、学習面や進路指導の面でさらなる工夫、向上を期待す

る。 


